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　リチウムイオン電池は衝撃にも弱く、スマホをポケ
ットに入れた状態で転倒した際にスマホが発熱・発火
し火傷を負いました。
【原因】転倒した衝撃により、内部ショートが生じて
異常発熱し焼損しました。

22025.9 広報  となみ

事例 車内に放置した
モバイルバッテリーから出火

リチウムイオン電池火災とは？

1

　リチウムイオン電池は熱に弱く、炎天下の中、運
転席に置き忘れたモバイルバッテリーから出火し車
が焼損しました。
【原因】リチウムイオン電池が高温環境にさらされる
ことで電池内部の温度が上昇し、異常な反応が起き
て発熱・破裂・発火しました。

事例 転倒の衝撃でスマホが出火2

　リチウムイオン電池関連火災は、リチウムイオン
電池を搭載した製品から出火した火災のことです。
リチウムイオン電池に起因する火災が、近年急増し
ています。取扱い方法をよく確認し、異常を感じた
場合は、すぐに使用を中止しましょう。 

◀リチウムイオン電池には
　左のようなマークがついています

リチウムイオン電池が使用されている主な製品

砺波消防署　☎33-0119

スマートフォンが発煙する様子　NITE再現実験

モバイルバッテリーが発火する様子　NITE再現実験

　リチウムイオン電池は、繰り返し充電、放電でき
る電池で、二次電池の一つです。この電池は、高容
量、高出力、軽量という特徴があります。
　主に小型で大量の電力を必要とする製品(スマー
トフォン、コードレス掃除機、ノートパソコンや
電動工具など)に使用されています。

モバイルバッテリー 携帯ゲーム機 ハンディファン 電気シェーバー

コードレス掃除機電動工具ノートパソコン電子タバコスマートフォン

リチウム
イオン電池
の火災危険

火災件数は右肩上がり

リチウムイオン電池関連火災状況
（東京消防庁管内直近10年）
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電動Ξシスト෇ࣗ転車が出火

　ॅ୐で充電中の電動Ξシスト෇ࣗ転車用バッテリー
から出火しました。७ਖ਼品の充電ثとは出力が異なる
充電ثを使用したことがݪ因でした。

ʲղઆʳ64#コωクλを༗する充電ثは、७ਖ਼品でなく
てもコωクλܗ状が一கしていれ͹ࠩしࠐΉことがで
きます。充電ثがඇ७ਖ਼品ͩͬた場合、ա充電となり
発火のݥةがあります。充電ثにදࣔされているఆ֨
出力を確認し、スマートフォンやモバイルバッテリー
などの༷࢓に応じてద੾な充電ثを使いましょう。

　電ؾ用品҆શ法౳で੍نର৅となͬてい
る製品は、ࠃ内の製଄༌入ऀۀࣄがٕज़ج
४をຬたしていることを確認したのͪ、14&
౳の14マークをදࣔすることができます。

　下のը૾はඇ७ਖ਼バッテリーのコϐー品というѱ࣭
な෺です。電ؾ用品҆શ法のٕज़ج४でٻΊられてい
る߲ࣄをຬたしていないにもかかΘらͣ、ج४をຬた
しているとޡ認さͤるたΊに14&マークをදࣔしてい
ます。よくݟるとʮ充電ࣜりチウムʢイʣオン電池ʯ
と೔ຊޠのදهが͓かしな部෼があります。

　リチウムイオン電池にはՄ೩ੑの電ղӷがؚまれて
いて、一度発火すると大きな火災に発లする͓ͦれが
あります。҆શのたΊに、҆શอޢ૷置のઃܭや品࣭
؅ཧ౳のରࡦがෆՄܽですが、ඇ७ਖ਼品の中には、ͦう
したରࡦがෆे෼なものがあります。また、ނࣄ発生ޙ
にऀۀࣄのิঈがड͚られない、ऀۀࣄと連བྷが取れ
ないなどのࣄ態も発生しています。ඇ७ਖ਼品は७ਖ਼品
にൺ΂て௿Ձ֨なものもଟいですが、これらの中には
高リスクのものがજΜでいることに஫ҙしてくͩさい。

ඇ७ਖ਼඼ʹ஫ҙ

˞̍ ॆ電ثͷ14Eද （ࣔͻ͠ܗ）
˞�リチウムイオン電池ͱモバイル
　バッテリーͷ14Eදࣔ	ؙܕ）

14&ϚʔΫ͕͋ͬͯ΋஫ҙ��
ѱ࣭ͳૈѱ඼
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ॆ電தのバッテリーが出火

　৽ங工ݱࣄ場のݐ෺内で電動工具のバッテリーを充
電していたとこΖ、バッテリーηルが内部ショートし
出火しました。ੑ׵ޓがあるւ֎ϝーΧーのඇ७ਖ਼品
バッテリーでした。

ʲղઆʳඇ७ਖ਼品のバッテリーにはૈѱ品もଘࡏし
ます。製品ຊମに合ͬた७ਖ਼品のバッテリーを使用
しましょう。

ྫࣄ

�

東京消防庁)1ΑΓҾ༻

උ͑Α͏

　Ԏや熱を感஌して火災が発生
したことをいͪૣく஌らͤ、ૉૣ
いආ೉や༗ޮなॳظফ火、ૣظ௨
ใにつな͛ることができます。

ॅ୐༻火災ܯใث

˘10年がܦաͨ͠΋ͷ͸औΓସ͑·͠ΐ͏
ಈ֬ೝͯ͠Έ·͠ΐ࡞˘ （͏ϘλンΛԡす͔ɺඥΛҾ͍ͯ֬ೝ）

ఆظ఺ݕ΋๨Εͣに
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ະఏग़ͷ৔߹
10/8(水)までに回答
が確認できない場合
は、再度調査員が回
答のお願いのため世
帯にお伺いします。

10 17� 27
いئ๚໰ɾఏग़ͷ͓࠶

集計結果は、令和8年5月頃から集計区分毎に順次インターネットで公表される予定です。調査結果は、私たちの身近なところに幅広く役立て
られます。

・国勢調査では、金銭を要求することはありません。銀行口座の暗証番号や
　クレジットカード番号をお聞きすることもありません。
・調査員はその身分を証明する「調査員証」を身に着けています。
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ྩ࿨7年ࠃ੎ௐࠪ砺波ࢪ࣮ࢢຊ෦
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☎33ʵ1125
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日本に住んでいる外国の方を含むすべての人と世帯が対象です。
9月下旬から調査員が調査書類をお届けします。

調査期日

10�1 ਫ

ۚ ݄ʙ

߹でͷճ౴ͷ৔ࢴ
インターネット回答ができ
ない場合は、紙の調査票で
回答します。提出方法は、
郵送提出か調査員による
回収です。
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皆さま、広報となみ8月号の
国勢調査の概要は、
ご覧いただけましたか？

調査員が皆さまの
お宅を訪問し、「インター
ネット回答依頼書」と

「調査票」などを
お配りします。

今月号は今後の具体的な流れを説明します。
皆さま、お忘れのないよう回答にご協力を
お願いいたします！！

ご覧になっていない方は
コチラをご覧ください！

1

45

23 広報となみ8月号 国勢調査担当国勢調査担当
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依頼書のＱＲコードを
スマホで読み込み、画面の
案内にそって回答！
できる限りインターネット
回答でお願いします。



　8月3日、砺波市漁業協同組合による「第35回鮎のつ
かみ捕り大会」が開催され多くの人が楽しみました。
　となみ野大橋下流に設けられた仮設池に約15,000
匹の鮎が放流され、参加者は夢中になって鮎を捕まえ
ていました。会場では「やったー！捕れた！」や「たく
さん捕れて嬉しい！」といった声が聞こえ、笑顔と興
奮でいっぱいでした。

　7月21日、上和田緑地で「第37回B&Gマリーナフェスティバル」が開催されました。会場で
はカヌーやマリンジェット、モーターボートなどの水上体験に加え、スラックラインなどの
多彩なアクティビティも楽しめました。
　会場は多くの笑い声が響き渡り、訪れた人々は水上スポーツを思い切り満喫していました。

　7月11日、「ミニリクルートキャリアサミット」が砺波工業高等学校で開催され、2年生が参加しました。
　市内企業の砺波工業(株)、(株)上智、鹿島興亜電工(株)となみの庄、タワーパートナーズセミコンダク 
ター (株)の4社から若手社員が登壇し、企業概要、やりがいや苦労した経験などについて語りました。参加
した生徒たちは、地元企業の魅力や若手社員の生の声に触れ、将来の進路を考える良い機会となりました。

౑೾ͷՆͷ෩෺ࢻ

େࣗ વͰͷΞΫςΟϏςΟ

஍ۀاݩͷັ ࠶ྗൃ ݟ

市HPでも
写真と概要を
公開中！

▲YouTubeでも
　概要を紹介して
　います
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～魅力再発見～
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ご寄附ありがとうございますご寄附ありがとうございます

○株式会社高岡市衛生公社（高岡市）
　企業൛;るさとೲ੫として、԰ෑྛอશࣄ業にରして
多ֹの͝دෟをいたͩきました。

○株式会社オーシャン・フーズ金沢（石川県金沢市）
　企業൛;るさとೲ੫として、ࢠҭてࢧԉࣄ業にରして
100ສԁの͝دෟをいたͩきました。

「県消防操法大会」庄下分団3連覇「県消防操法大会」庄下分団3連覇

　7月2�日、෋޿ݝࢁҬফ๷๷ࡂセンターʢ෋ࢁ市)で෋
下ফ๷ஂফ๷ૢ๏大会が開かれ、砺波市ফ๷ஂを୅ݝࢁ
දして、ポンϓंૢ๏の෦に庄下෼ஂ、খܕポンϓૢ๏
の෦にछ田෼ஂがग़場しました。݁Ռ、庄下෼ஂが༏উ、
छ田෼ஂが3Ґの੒੷をऩめ、༏উした庄下෼ஂは市௕に
༏উใࠂをߦいました。

　7月25日、庄౦ೝఆこどもԂのԂࣇたちが೶
組合๏人͋さͻがओ催͢ると͏もΖこしऩ֭ࣄ
体験に参加しました。Ԃࣇたちは、大޷きなと
͏もΖこしを໨のલに「大きいのݟつけた！」など
と声を上͛ながらҰ生໋ݒऩ֭をしていました。

体験！とうもろこし収穫体験！とうもろこし収穫

2025.9   広報  となみ ÿ
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　ラジオ番組への出演や取材を
させていただきました。情報が
私たちに届くまでに、どれだけ

の人が関わっておられるのかを知ることができました。取
材の際に、聞き出したい内容等によって質問の仕方を変え
ることを事業所の方から教わり、正確に情報を伝えるため
にはコミュニケーション能力を高める必要があると感じまし
た。学んだことを生かして、話合いを深める手段を工夫す
るなど、学校生活で実践していきたいです。

　最初は緊張してしまい、利用者の方
とうまく接することができませんでし
た。すると、職員の方が明るく声をか
けてくださり、「こうしたらいいよ」と

教えてくださいました。そのサポートのおかげで、私は利
用者さんと話す機会が増えていきました。職員の方々は、
利用者さんが困っておられると、すぐに駆け寄り、声をか
けておられました。私も職員の方のように、周りをしっかり
見て行動したいと思いました。

　今回の体験で印象に残っているこ
とは、皿洗いとエビの下処理です。最
初は戸惑いましたが、事業所の方々
に丁寧に教えていただき、早く仕事が

できるようになりました。僕は、「働く」ということは、相
手のためにどんなことができるかを考え、任された仕事を
一生懸命にすることだと考えました。今回の体験で学んだ
ことや身に付いたことを、日々の生活に役立てていきたい
です。

　僕はハウス内での草取りや植
物の栽培等の農作業を経験しま
した。猛暑の中、やり終えられ

るか不安でしたが、目標を立て、役割分担するなどして効
率よく作業を進めました。途中、「進んでいるね、ありがとう」
というスタッフの方の声に励まされ、やる気をもって作業が
できました。自分の責任を果たすことと自分で考えて仕事
を進めること、一緒に働く仲間とのコミュニケーションが大
切であることを実感した挑戦となりました。

・体験や見学等、どの場面においても前向きに積極的に楽しく取り組んでいただき、受け入れ側としては大変助かりました。
・受け答えがとても気持ちよく、ちゃんと質問したり、返事も大きく、とても感心しました。
・受け入れる側として、お伝えすべきことはきちんと伝えることが大切だと思うことができました。ありがとうございました。
・礼儀正しく学ぼうとする姿勢がありました。継続していってください。

・毎日、活動の話をしてくれたので、よほど楽しく５日間を過ごしたのだと思います。
・�子供は毎日生き生きとしていました。事業所の方、先生、関係者の皆さん、子供たちをサポートしていただきありがとう
ございました。
・�活動を終えてすぐの息子の言葉が、「いつも働いてくれて、ありがとう」でした。就労体験を通して、よい学びがたく
さんあったことを話していました。とてもよい機会だったと家族共々感じております。ありがとうございました。
・�富山県に引越してきたからこそできた貴重な経験だと思っております。体験先も的確だったと思っております。ありが
とうございました。

　ご協力、ありがとうございました。「社会に学ぶ『14歳の挑戦』」は、地域社会の中で、人として成長する貴重な学びの場です。
市教育委員会では、来年度に向けて新たに生徒を受け入れていただける事業所等を募集しています。

出町中学校出町中学校  塩谷　千笑子塩谷　千笑子さんさん
　　

般若中学校般若中学校  納藤　心琴納藤　心琴さんさん
　　

庄西中学校庄西中学校  山本　真嘉山本　真嘉さんさん
　　

庄川中学校庄川中学校  朝倉　大翔朝倉　大翔さんさん
　　

（体験先 株式会社エフエムとなみ）（体験先 株式会社エフエムとなみ）

（体験先 砺波市庄東デイサービスセンター）（体験先 砺波市庄東デイサービスセンター）

（体験先 さかなや工房　海鮮・蔵）（体験先 さかなや工房　海鮮・蔵）

（体験先 有限会社　梅香園）（体験先 有限会社　梅香園）

事後アンケートの 声
事業所の皆様から

保護者の皆様から

　6月30日（月）～7月4日（金）、市内143 事業所にて422 人の中学２年生がいろいろな体験をしました。各校から体験
した生徒の声を紹介します。� 　教育総務課　☎33-1549
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砺
波
市
議
会
８
月
定
例
会
　
　
　

　
議
会
事
務
局

　
☎
33-
１
１
３
９

本
会
議　

８
月
2�
日（
月
）
10
時

　
　
　
　

９
月
１
日（
月
）
10
時

　
　
　
　
　
　

２
日（
火
）
10
時

　
　
　
　
　
　

16
日（
火
）
14
時

文
教
民
生
病
院
常
任
委
員
会　

　
　
　
　

９
月
３
日（
水
）
10
時

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会　

　
　
　
　

９
月
４
日（
木
）
10
時

決
算
特
別
委
員
会
（
審
査
日
）　

　
　
　
　

９
月
８
日（
月
）
９
時

　
　
　
　
　
　

９
日（
火
）
10
時

　
　
　
　
　
　

10
日（
水
）
10
時

※
本
会
議
と
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

農
地
を
貸
し
た
い
と
き
は
　
　
　

　
農
業
振
興
課

　
☎
33-

１
４
２
７

　

農
地
を
貸
し
た
い
方
か
ら
農
地
を
借
り

受
け
、
農
地
中
間
管
理
機
構
が
地
域
の
担

い
手
に
貸
し
付
け
ま
す
。

　

申
込
み
は
、
農
協
営
農
指
導
員
や
農
業

振
興
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
地
域
の
担
い
手
と
の
事
前
調
整
が
必
要

期
限　
第
１
回　

�
月
30
日（
火
）

　
　
　

第
２
回　

12
月
26
日（
金
）

定
額
減
税
補
足
給
付
金（
不
足
額
給
付
）

●
定
額
減
税・給
付
金
額
に
つ
い
て

　
税
務
課
　
☎
33-

１
３
４
６

●
支
給
口
座・振
込
に
つ
い
て

　
社
会
福
祉
課
　
☎
33-

１
２
９
９

　

令
和
６
年
分
所
得
税
額
の
確
定
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減
税
当
初

調
整
給
付
金
に
不
足
が
生
じ
た
方
に
対
し

て
、
そ
の
差
額
分
を
給
付
金
と
し
て
支
給

し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
８
月
末
か
ら
順
次
、
①

ま
た
は
②
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

【
①
振
込
案
内
の
ハ
ガ
キ
】

対
象
者　
砺
波
市
か
ら
令
和
６
年
度
に
当

初
調
整
給
付
金
を
支
給
し
た
方

発
送
時
期　

８
月
末
頃

支
給
方
法　
ハ
ガ
キ
に
記
載
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

　

振
込
先
口
座
の
変
更
や
、
給
付
を
辞
退

さ
れ
る
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
に
記
載
の
期
限

ま
で
に
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
②
確
認
書
】

対
象
者　
①
以
外
で
対
象
と
思
わ
れ
る
方

発
送
時
期　

９
月
中
旬
頃

支
給
方
法　
確
認
書
に
振
込
先
口
座
等
必

要
事
項
を
記
入
し
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
内
容
を
確
認
後
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
期
限　
10
月
31
日（
金
）
必
着

※�

期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い
場
合
は
給
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

自
身
が
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、

９
月
末
ま
で
に
書
類
が
届
か
な
い
方
は

税
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　
　
　
　

�

専
用
休
日
窓
口（
完
全
予
約
制
）

　
市
民
課
　

　
☎
33-

１
３
５
８

　

カ
ー
ド
の
申
請
、
交
付
、
電
子
証
明
書

の
更
新
手
続
き
の
た
め
、
休
日
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
９
月
26
日（
金
）の
11
時

ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
、
原
則
本
人
が

来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。（
本
人
の
来
庁
が

困
難
な
場
合
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

日
時　

９
月
27
日（
土
）
９
時
～
正
午

場
所　
市
役
所
１
階　

市
民
課
窓
口

持
ち
物　

申
請
、
受
け
取
り
、
更
新
で
必

要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
。
市
Ｈ
Ｐ
で
確

認
す
る
か
、予
約
時
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
　
　
　

　
都
市
整
備
課

　
☎
３３-

１
４
４
７
　　

入
居
申
込
受
付
期
間
（
土・日・祝
日
除
く
）

公
営
住
宅
（
所
得
月
額
1�
万
８
千
円
以

　

下
の
方
）９
月
１
日（
月
）～
12
日（
金
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
所
得
月
額
1�
万

　

８
千
円
を
超
え
る
方
）　

随
時

住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談
会
　
　

　
砺
波
市
地
域
住
宅
相
談
所

　
所
長 

前
田
國
代
志  

☎
３3-

２
２
８
３

　

雨
漏
り
や
建
具
の
建
付
等
の
住
ま
い
に

関
す
る
困
り
事
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
９
月
27
日（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

第
65
回
下
水
道
の
日（
９
月
10
日
）

　
上
下
水
道
課

　
☎
33-

１
４
６
３

　

下
水
道
の
日
は
、
下
水
道
の
普
及
と
水

洗
化
の
促
進
を
図
り
、
下
水
道
の
役
割
や

大
切
さ
を
考
え
る
日
で
す
。
生
活
環
境
を

守
る
た
め
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域

内
で
未
接
続
の
方
は
、
早
期
接
続
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

８
月
下
旬
か
ら
、
市
役
所
正
面
玄
関
に

特
設
ブ
ー
ス
を
設
置
予
定
で
す
。
パ
ネ
ル

や
啓
発
物
品
で
下
水
道
の
役
割
を
紹
介
す

る
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

婚
活
・
恋
愛
相
談
会
（
無
料
）　  

　
企
画
政
策
課

　
☎
33-

１
１
４
８

　
上
手
な
婚
活
の
仕
方
や
恋
愛
中
の
い
ろ

い
ろ
な
悩
み
等
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

婚
活
専
門
員
が
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。【
予
約
制
】
※
①
は
予
約
済

日
時　

９
月
９
日（
火
）

①
17
時
～　

②
1�
時
～　

③
1�
時
～

場
所　
予
約
時
に
連
絡

対
象　
結
婚
を
希
望
し
て
い
る
方
や
そ
の

ご
家
族（
市
内
在
住
か
在
勤
、
年
齢
不
問
）

申
込
み　
電
話
か
メ
ー
ル（
１
週
間
前
ま
で
）

「
ミ
ニ
交
流
会
」
登
録
者
募
集

　

１
対
１
、２
対
２
で
の
交
流
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

参
加
要
件　
40
歳
ま
で
の
独
身
男
女

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
電
話
に
よ
り
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

砺波市役所（代表）  tel 33-1111（土・日曜、祝日、夜間は代表電話へ）

砺波市の市外局番は（0763）ですくらしの情報

イイ ンン フフォォメメ ーーシショョンン

く
ら
し・行
政

く
ら
し・行
政
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日本年金機構 砺波年金事務所　☎ 33-1725
市民課　☎ 33-1362

市民生活課　☎ 33-1372

掲載内容を変更する場合があります。詳細は直接問合せるか、
市ＨＰで最新情報をご確認ください。

と
や
ま
呉
西
圏
域
連
携
事
業
　
　

「
先
輩
創
業
者
に
学
ぼ
う
！
起
業
・

創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

　
商
工
観
光
課
　
　
☎
33-

１
３
９
２

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 　
　
６
８
５
４

　

と
や
ま
呉
西
圏
域
で
は
創
業
を
目
指
す

方
等
を
対
象
に
先
輩
創
業
者
の
経
験
か
ら

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
身
の
創
業
に
関
す
る
課
題
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
支

援
機
関
の
紹
介
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を

実
施
し
ま
す
。
創
業
を
お
考
え
の
方
は
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
1�
日（
水
）
13
時
～
16
時

場
所　
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
小
杉
２
階　

　
　
　

射
水
市
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「4X

JUDI　

*.
*;6

」　

対
象　
新
た
に
起
業
・
創
業
を
考
え
て
い

る
方
、
創
業
ま
も
な
い
方
な
ど

参
加
費　
無
料

定
員　
1�
名
～
20
名
程
度　

申
込
み　
商
工
観
光
課

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
　
　

富
山
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
砺
波
支
部

☎
０
７
６
６
ー
２
５
ー
０
３
４
５

　

不
動
産
や
空
き
家
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
悩
み
や
問
題
等
に
応
じ
ま
す
。
予
約
不

要
で
無
料
で
す
。

日
時　

９
月
13
日（
土
）

場
所　
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

33-

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」強
化
週
間

　
〜
な
ん
で
も
お
し
え
て

　
　
　
　
こ
こ
ろ
の
も
や
も
や
〜

　
富
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
７
６
ー
４
４
１
ー
６
３
７
６
　　

　

こ
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
問
題
で
お
悩

み
の
方
を
対
象
に
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
無
料
電
話
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
27
日（
水
）～
９
月
２
日（
火
）

　
　
　

８
時
30
分
～
1�
時

※
土
ŋ
日
曜
は
10
時
～
17
時

無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
ー

０
０
７
ー

１
１
０

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
人
権
相
談

検
索
：
法
務
局
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談

　
第
３
回
大
ふ
〜
ら
り
市
　
　
　
　

　
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
と
な
み
野

　

☎
33-

５
０
４
４

　

今
年
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
４
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所　
出
町
子
供
歌
舞
伎
曳
山
会
館

内
容　
ト
ゥ
ー
マ
ラ
ッ
カ
（
ス
キ
ヤ
キ
市

民
楽
団
）・
マ
ッ
コ
リ
（
多
国
籍
打
楽
器

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
の
演
奏
等

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
、
唐

揚
げ
、
か
き
氷
等
）
の
出
店

※
詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
参
照

ྉΛ納෇ॻͰ納Ί͍ͯΔํ΁ݥຽ೥ۚ保ࠃ
ศརͰ͓トΫʂ࠲ޱৼସ ŋΫϨδοトΧーυ納෇
〈ここが便利！〉
１．金融機関等へ行く手間が省けます
２．保険料の納め忘れがありません
３．前納割引でさらにおトク！
▶申請書類
ৼସೲ付࠲ޱྉݥຽ年金อࠃ・ 	 変ߋ 
ਃ出ॻ
ྉΫϨジットΧーυೲ付ݥຽ年金อࠃ・ 	 変ߋ 
ਃ出ॻ

⾣ਃ੥ॻྨ
ྉ໔আŋೲ付༛༧ਃ੥ॻݥຽ年金อࠃ・
ྉ学生ೲ付ಛྫਃ੥ॻݥຽ年金อࠃ・
　（˞学生の方でೲ付༛༧をر๬する場合）

　ϚΠφンόーΧーυ・スϚートフΥンを࢖用して、ねんきん
ωットからి子ਃ੥することもできます。
（ΫϨジットΧーυೲ付のਃ੥はॻྨఏ出のΈ）
。は౑೾年金事຿所にお問合せくださいࡉৄ　

ྩ࿨̓೥౓໔আ ŋ 納෇༛༧ਃ੥ ड෇中

ຽ೥ۚの͓஌らͤࠃຽ೥ۚの͓஌らͤࠃ

　社会問୊となっているۭき家問୊について、その؅理
や処分方๏をςーϚとしたηミφーと相ஊ会です。

▶日時　̕月 13日（౔）　13࣌～ 16࣌

▶場所　ډࢄଜミュージΞϜ情報ؗ

▶定員　�0໊（事前ਃࠐΈ不要）

˔ηミφー　演୊「ϓϩが教えるҨ඼੔理のススϝ方」
ࢯ ߂όΠΩンά ੢ౢ　ত᷂　ࢣߨ　　　　　　
˔不動࢈ແྉ相ஊ会
　　担౰ɿ୐地ݐ物取引࢜ʗ࢘๏ॻ࢜

▶問合せ　
　（ެ社）富山県୐地ݐ物取引業協会　
　౑೾ࢧ෦　0766 2ɻ�ʵ0021

ۭ͖Ոର͖ۭࡦՈରࡦ
ηϛφーηϛφー JO ౑೾JO ౑೾

▲詳細
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予約先　こども課  ☎ 33-1590

予約先　社会福祉課　☎ 33-1317

̙̫૬ஊμΠϠϧ̙̫૬ஊμΠϠϧ ὸὸ̏̏ ʵ̍ ̍̎ ̒̏̏ ʵ̍ ̍̎ ̒
　

▶日時

女性弁護士による法律相談会女性弁護士による法律相談会（無料）

　ঁੑのための๏཯相ஊで、ൿີはݫकします。
▶対　象　市内ۈࡏ・ॅࡏのঁੑ
▶日　時　�月 24日（ਫ）　13࣌30分～1�࣌30分
▶その他　ఆ員̐人　༧໿੍、事前におి話ください。

予約先　こども課　☎ 33-1590

砺波市の市外局番は（0763）です

と
な
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
　
　
　

　
富
山
県
砺
波
青
少
年
自
然
の
家

　
☎
37-

２
０
０
２
　

　

楽
し
い
ク
ラ
フ
ト
体
験
や
ボ
ク
シ
ン
グ

ミ
ッ
ト
打
ち
体
験
、
メ
ダ
カ
す
く
い
な
ど
、

遊
び
体
験
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
！

　

さ
ら
に
、
家
族
で
お
泊
り
で
き
る
「
前

泊
プ
ラ
ン
」
も
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
９
月
21
日（
日
）
９
時
30
分
～
1�
時

場
所　
富
山
県
砺
波
青
少
年
自
然
の
家

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照
。

９
・
10
月
は
行
政
相
談
月
間
　
　

総
務
省
富
山
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
６
ー
４
３
１
ー
１
１
０
０

　

登
記
、
年
金
、
保
険
、
福
祉
、
道
路
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
、
行
政
の
仕
事
に
つ
い

て
困
っ
て
い
る
こ
と
や
知
り
た
い
こ
と
が

あ
る
方
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
た
は
総
務

省
富
山
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
に
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
相
談
所
で
は
毎
月
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
毎
月
第
１
・

第
３
金
曜
、
予
約
不
要
）

９
月
・
10
月
の
相
談
日

９
月
５
・
1�
日
、
10
月
３
・
17
日

13
時
30
分
～
16
時

場
所　
市
社
会
福
祉
会
館（
☎
32
ー
０
２
９
４
）

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

島
田　

一
子
さ
ん
、
松
澤　

由
美
子
さ
ん

愛
場　

誠
一
さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
整
備

　
砺
波
地
域
消
防
組
合
砺
波
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
☎
33-

０
１
１
９

　
企
画
政
策
課
　
☎　

 

１
１
４
５
　

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

助
成
金
を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
用
品
、

消
防
防
災
活
動
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

鷹
栖
少
年
消
防
ク
ラ
ブ　
簡
易
テ
ン
ト
、

特
定
小
電
力
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、放
送
設

備
等

荒
高
屋
自
治
会　
エ
ア
コ
ン・ス
ピ
ー
カ
ー
等

五
谷
常
会　
会
議
用
机
・
椅
子
等

33-

　%7（夫や࿀人からの๫力）、職場の人間関係や家族
のこと、自分の生き方等、どんな೰Έ事でも相ஊして
ください。ϓラΠόシーは必ͣकります。
▶相談員　ೝఆフΣミニストΧウンηラー
▶対　象　市内ۈࡏ・ॅࡏのঁੑ
▶日　時　�月 �日（月）14࣌～ 1�࣌
　　　　　�月 2�日（໦）10࣌～ 17࣌
▶手続き　༧໿੍、事前におి話ください。
▶その他　場所は、༧໿࣌に࿈བྷします。
　　　　　面接相ஊ࣌間は、�0分ఔ度です。

　आ金や家ఉ、労働࣌間、௞金の問୊、ٮ଴、成年ޙ見
人のબ任等の๏的なղܾが必要で、生活に困ځしている
市内ॅࡏの方にରして、๏ςラスを利用したห࢜ޢによる
相ஊ会です。
▶日　時　�月 1日（月）、10月 6日（月）【完全予約制】
　　　　　ᶃ 17࣌～ 17࣌ 40分
　　　　　ᶄ 17࣌ 40分～ 1�࣌ 20分
　　　　　ᶅ 1�࣌ 20分～ 1�࣌

　　　　
▶その他　場所は༧໿࣌に࿈བྷします。相ஊ༧໿は
　　　　　前ि金༵の 17࣌まで受け付けます。
˞๏཯相ஊҎ֎にも、ほっとなΈ相ஊࢧԉηンターでは生活の
困り事相ஊをਵ࣌受付中です。

各１人まで
先着順

ੜځࠔ׆者のͨΊのແྉ๏཯૬ஊ
ʙ΄ͬͱͳΈ๏཯૬ஊʙ

砺波市役所（代表）  tel 33-1111（土・日曜、祝日、夜間は代表電話へ）

一人で悩んでいることはありませんか一人で悩んでいることはありませんか

ঁੑͷ೰Έ૬ஊঁੑͷ೰Έ૬ஊ
　　　　　　　　【無料】【無料】
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ご不明な点は、右記まで　ご連絡をお願いいたします

▲

　砺波市温水プール　☎33-4450　〒939-1313　柳瀬241

掲載内容を変更する場合があります。詳細は直接問合せるか、
市ＨＰで最新情報をご確認ください。

と
な
み
野
田
園
空
間
博
物
館
推
進
協
議
会

と
な
み
散
居
村
学
習
講
座

　
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

☎
34-

７
１
８
０

　
散
居
村
の
歴
史
、
文
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

年
間
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

学
習
講
座
（
第
４
回
）

日
時　

９
月
20
日（
土
）13
時
30
分
～
1�
時

場
所　
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　

情
報
館
研
修
室

内
容
「
農
業
土
木
が
支
え
た

　
　
　
　
　
　
　

砺
波
平
野
の
開
発
史
」

講
師　
砺
波
郷
土
資
料
館

�

学
芸
員　

清
水　

麻
美 

氏

定
員　
�0
人
（
事
前
申
込
み
が
必
要
）

受
講
料　
５
０
０
円

申
込
み　
電
話
・
窓
口
に
て
受
付

技
術
講
座
（
全
２
回
）

［
庭
木
剪
定
講
習
会
］

日
時　

９
月
27
日
（
土
）
９
時
～
16
時

［
雪
吊
り
講
習
会
］

日
時　
10
月
1�
日
（
日
）
９
時
～
16
時

場
所　
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

講
師　
砺
波
市
造
園
業
組
合
員

定
員　
各
日
10
人
程
度　

　
　
　
（
事
前
申
込
み
が
必
要
）

受
講
料　
各
日
１
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
み　
電
話
・
窓
口
に
て
受
付

散
村
の
暮
ら
し
の
未
来
を
考
え
る

�

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
砺
波
郷
土
資
料
館

　

☎
32-

２
３
３
９

　

散
村
景
観
の
移
り
変
わ
り
と
こ
れ
か
ら

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
ま

し
ょ
う
。

日
時　

９
月
20
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
1�
時
30
分

場
所　
砺
波
市
体
育
セ
ン
タ
ー
２
階 

会
議
室

定
員　
�0
人

内
容　

第
１
部　

散
村
の
未
来
（
13
時
30
分
～
）

　
『
こ
れ
か
ら
の
散
村
』
に
関
す
る

　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
と
討
議

第
２
部 

講
演
会
（
14
時
～
）

　
「
散
村
景
観
の
変
遷
と 

　
　
　
　

こ
れ
か
ら
に
向
け
た
期
待
」

講
師　
京
都
大
学　

深
町　

加
津
枝 

氏

申
込
み　
砺
波
郷
土
資
料
館

南
砺
・
砺
波
お
し
ご
と
フ
ェ
ア
　

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
砺
波

　

☎
32-

２
９
１
４

　

就
職
や
転
職
を
希
望
し
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
自
分
に
合

っ
た
職
場
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

日
時　

９
月
1�
日（
金
）
14
時
～
16
時

場
所　
ア
・
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
（
南
砺
市
寺
家
新
屋
敷
３
６
６
）

参
加
企
業　

８
社
予
定

参
加
費　
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

開催期間 /回数	 ��݄̒೔ 	݄ʣʙ ��݄ ��೔ 	݄ʣ　֤ίーε �� ճ
受 講 料	

保 険 料	 受ߨ者શ員にอݥՃ入をしていただきます。
	 （อظݥ間はՃ入日〜ྩ࿨ 7年̏月 31日まで）
	〜  64 歳 :1,950円　　65歳以上 :1,300円
申込期間	 � ݄ �� ೔ʢਫʣʙ
申込方法	 所ఆのਃࠐ用ࢴにه入のうえ、受ߨྉとอݥྉをఴえてਃࠐΈください。

64歳Ҏ下 6�歳Ҏ্ ఆظ利用݊所持者
̍コース 7,000円 6,500円 5,000円 

スΫーϧ໊ 目的 コース ࣌間
水
中
運
動

（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）系

短
期
ス
ク
ー
ル

初めてウォーキング 初めてϓーϧを利用される方等がウΥーΩンάのج
ຊを身につける ໦༵ 10࣌10分〜10࣌40分

健康ウォーキング ӡ動不଍やストϨスղফ、ݞこりŋࠊ௧などの༧๷
վળ

໦༵ 10࣌4�分〜11࣌30分
౔༵ 11࣌〜11࣌4�分

アクア・フィット いろいろなਫ中ӡ動を組Έ合わせ、݈߁増進をਤる 月༵ 13࣌1�分〜13࣌4�分

シェイプアップ ਫ中ӡ動によるࢷ๱೩মや体力向্ ਫ ・༵金༵ 14࣌10分〜1�࣌

ス
イ
ミ
ン
グ
系

通
年
ス
ク
ー
ル

アクア・エクササイズ ӭ͗に関࿈するエΫササΠζをओ体に、ਫӭٕज़の
向্と݈߁増進をਤる 月༵ 1�࣌4�分〜20࣌30分

ヘルシースイミング ̐ӭ๏のशಘٴび、ϨϕϧΞッϓ 月 ・༵໦༵ 14࣌〜1�࣌
ਫ ・༵金༵ 13࣌〜14࣌

遊・スイミング ̐ӭ๏のशಘٴび、ϨϕϧΞッϓ ਫ ・༵金༵ 1�࣌40分〜20࣌40分

ୈ � ੜืूߨʢ��〜��݄ʣεΠϛンάεΫーϧडظ

体験受講 随時受付中
受講料
　 〜 64 歳　　800円 /回
　65歳以上　　600円 /回
日࣌を࠵๬されるスΫーϧの։ر　
Թਫϓーϧ受付でご確ೝの্、受ߨ
ください。

・通年スΫーϧは̏か月分のྉ金となります。
・ෳ਺コースを受ߨされる場合は、コース਺ʷ受ߨྉ（1コース分）となります。

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室
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砺波市の市外局番は（0763）です

ス
ポ
ー
ツ
関
連
イ
ベ
ン
ト
　
　
　
　

　
富
山
県
西
部
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
３３-

３
４
１
２

Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン【
定
員
15
人
】

内
容　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
楽
し
め
る
場
を

提
供
し
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
ʂʂ

日
時　
�
月
3
日
、
10
日
、
17
日
、

　
　
　

24
日（
水
）　

10
時
～
正
午

場
所　
中
ア
リ
ー
ナ

対
象　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
者

参
加
料　

２
千
円
／
月
か
６
０
０
円
／
回

　
　
　
　
（
保
険
料
込
み
）

申
込
み　
電
話
か
直
接
窓
口
へ

モ
ル
ッ
ク
し
よ
う
！
【
定
員
20
人
】

内
容　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。

日
時　
̕
月
1�
日（
金
）　

月
1
回

　
　
　

金
曜
開
催　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　
中
ア
リ
ー
ナ

指
導
者　
西
部
体
育
セ
ン
タ
ー
指
導
員

参
加
料　

３
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

申
込
み　
電
話
か
直
接
窓
口
へ

ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
【
無
料
相
談
】

申
込
み　
２
日
前
ま
で
に
電
話
か
直
接
窓
口
へ

（
内
科
相
談
）

日
時　
�
月
6
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
1�
時
30
分

場
所　
応
接
室

講
師　
あ
み
た
に
医
院�

網
谷　
茂
樹 

先
生

定
員　

６
人
（
個
人
面
談
）

内
容　
内
科
系
障
害
の
あ
る
方
の
運
動
処

方
や
健
康
診
断
の
結
果
に
関
す
る
こ
と

（
整
形
外
科
相
談
）

日
時　
�
月
20
日（
土
）
13
時
～
1�
時

場
所　
応
接
室

講
師　
砺
波
総
合
病
院　

整
形
外
科

�

山
田　

泰
士 

先
生

定
員　

６
人

内
容　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ケ
ガ
の
治
療
方

法
、
関
節
や
筋
肉
等
の
痛
み
の
対
処
と
そ

の
後
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
な
ど

★
全
館
無
料
開
放
イ
ベ
ン
ト
★

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
と
な
み

２
０
２
５

今
年
も
楽
し
い
企
画
を
ご
用
意
し
て
皆
さ

ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！！

日
時　
10
月
13
日（
月
・
祝
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）

　
　
　

９
時
～
16
時　

開
場
９
時

会
場　
富
山
県
西
部
体
育
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　

砺
波
市
温
水
プ
ー
ル

西
部
体
育
セ
ン
タ
ー

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

友
だ
ち
追
加
で
施
設
体
験
・

ク
ー
ポ
ン
を
進
呈

イ
ン
ス
タ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設

富
山
県
西
部
体
育
セ
ン
タ
ー
の

“
今
”を
発
信
し
ま
す
！！

や
さ
し
い
ヨ
ガ
講
座（
後
期
）   

　

砺
波
ま
な
び
交
流
館
　 

☎
33-

１
１
１
５

　

よ
り
健
康
的
な
生
活
の
た
め
に
ヨ
ガ
で

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
調
和
を
は
か
り
ま
す
。

日
時　

10
月

※

16
日
・
23
日
、
11
月
６
日
・

！！

13
日
・
20
日
・
27
日
、
12
月
４
日
・
11
日
・

1�
日
・
2�
日　

全
10
回　

木
曜　

９
時
30
分
～
10
時
30
分　

費
用　

４
０
０
０
円　

講
師　
且
見　

千
尋 

氏

定
員　
20
名

期
限　
10
月
２
日（
木
）

※�

広
報
４
月
号
に
折
り
込
み
済
の
令
和
７
年

度
砺
波
ま
な
び
交
流
館
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
う
ち
、
10
月
30
日
を
10
月
16
日
に
変

更
し
ま
す
。

第
14
回
不
動
産
の
日
　
　
　
　
　

�

ふ
れ
あ
い
講
演
会

　
富
山
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
砺
波
支
部

　

☎
０
７
６
６
ー
２
５
ー
０
０
２
１

日
時　

９
月
2�
日（
日
）
13
時
30
分
～

　
　
　
（
12
時
30
分
開
場
）

場
所　
砺
波
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容　
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー
「
し
く
じ

り
か
ら
学
ぶ
上
手
な
実
家
じ
ま
い
」

松
本
明
子
さ
ん
、Ｔ
Ｉ
Ｍ
レ
ッ
ド
吉
田
さ
ん

入
場　
無
料
（
事
前
予
約
優
先
）

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
　
　
　

に
係
る
無
料
相
談
会（
申
込
不
要
）

と
や
ま
成
年
後
見
人
協
会
員（
鷹
栖
）

☎
23-

５
１
０
１

日
時　

９
月
20
日（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　
砺
波
ま
な
び
交
流
館

相
談
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
や
ま
成
年
後
見

　
　
　
　

人
協
会
員　

４
名
（
予
定
）

11
月
開
講
コ
ー
ス
受
講
生
募
集
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
富
山
訓
練
課

☎
０
７
６
６
ー
２
８
ー
２
９
０
２

コ
ー
ス
名 　

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科

②
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

③
電
気
設
備
技
術
科

④
Ｉ
ｏ
5
生
産
シ
ス
テ
ム
科（
導
入
講
習
付
）

対
象　
再
就
職
に
向
け
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
す
求
職
者

日
時　
①
②
③
11
月
�
日（
水
）～
令
和
８

年
4
月
27
日（
月
）　

6
か
月
間

④
11
月
�
日（
水
）～
令
和
�
年
�
月
2�
日

（
金
）　

7
か
月
間

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
富
山

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
別
）

定
員　
①
20
名　

②
12
名　

③
12
名

④
20
名　

※
選
考
試
験
実
施

申
込
期
限　
10
月
17
日（
金
）

※
定
員
等
の
詳
細
は
)
Ｐ
参
照
。

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集   

　

放
送
大
学
富
山
学
習
セ
ン
タ
ー
　 

☎
０
７
６
６
ー
５
６
ー
９
２
３
０

　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を

視
聴
し
て
自
宅
で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。
大
学
を
卒

業
す
る
た
め
に
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

資
格
取
得
や
知
識
を
深
め
る
た
め
に
必
要

な
科
目
だ
け
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

出
願
期
限　

９
月
11
日（
木
）

資
料
請
求　
無
料

砺波市役所（代表）  tel 33-1111（土・日曜、祝日、夜間は代表電話へ）
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掲載内容を変更する場合があります。詳細は直接問合せるか、
市ＨＰで最新情報をご確認ください。

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
を
　
　

�

受
け
ま
し
ょ
う

　
健
康
セ
ン
タ
ー

　
☎
32-

７
０
６
２

　

砺
波
市
に
お
け
る
死
亡
原
因
の
１
位
は

「
が
ん
」
で
す
。
中
で
も
胃
が
ん
、
大
腸

が
ん
は
部
位
別
の
死
亡
順
位
で
上
位
で
あ

り
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
の
な
い
元
気
な
と
き
か
ら
自
分
や

家
族
の
た
め
に
、
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

　

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
を
同
じ

会
場
で
受
診
で
き
ま
す
。

対
象　
40
歳
以
上

内
容　
胃
が
ん　
　

胃
バ
リ
ウ
ム
検
査

　
　
　

大
腸
が
ん　
便
潜
血
検
査（
２
日
分
）

日
時
・
場
所　

９
月
26
日（
金
）　

柳
瀬
体
育
館

10
月
１
日（
水
）　

油
田
体
育
館

10
月
1�
日（
日
）・
11
月
９
日（
日
）

�

砺
波
総
合
病
院
正
面
玄
関

予
約　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
電
話
で
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
申
込
み　

胃
が
ん
検
診
（
胃
カ
メ
ラ
・
要
予
約
）

対
象　
�0
～
6�
歳
以
上

場
所　
市
内
指
定
医
療
機
関

い
な
む
ら
内
科
（
��
ー
５
１
５
６
）

お
お
た
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク	

�2
ー
７
７
０
０
）

力
耕
会　

金
井
医
院	

32
ー
８
９
０
３
）

か
ね
き
ホ
ー
ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
32
ー
５
１
１
０
）

髙
橋
外
科
医
院
（
33
ー

２
７
２
７
）

ひ
が
し
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
33
ー
７
６
７
７
）

柳
澤
医
院
（
34
ー
０
８
１
１
）

予
約　
医
療
機
関
へ
直
接
申
込
み

９
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

誰
か
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
健
康
セ
ン
タ
ー

　
☎
32-

７
０
６
２

　

砺
波
市
民
の
７
割
以
上
が
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を

た
め
す
ぎ
る
と
、
こ
こ
ろ
や
体
の
調
子
を

崩
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
休
息

を
取
る
、
気
分
転
換
を
す
る
等
、
自
分
な

り
の
ケ
ア
を
続
け
て
も
良
く
な
ら
な
い
時

は
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相

談
で
悩
み
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
家

族
か
ら
の
相
談
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）

日
時　
毎
月
第
２
☲
４
木
曜

　
　
　

13
時
30
分
～
1�
時

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容　
精
神
保
健
福
祉
士
と
の
相
談

予
約　
健
康
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
チ
ャ
ッ
ト

で
の
悩
み
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
。

９
月
24
日
〜
30
日
は
結
核
・呼
吸
器

感
染
症
予
防
週
間

　
健
康
セ
ン
タ
ー

　
☎
32-

７
０
６
２

　

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
週
間
以
上
咳
や
痰
、
微
熱
、
身
体
の
だ

る
さ
が
続
く
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
は
、
咳
や
痰
な
ど

の
特
有
な
症
状
が
現
れ
な
い
こ
と
も
あ
る

た
め
、
早
期
発
見
に
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

が
有
効
で
す
。
6�
歳
以
上
の
方
は
、
年
に

１
回
必
ず
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
有
効
で
す
。

１
歳
ま
で
に
必
ず
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
呼
吸

器
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、
マ
ス
ク

着
用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
洗
い
、

手
指
消
毒
、
換
気
等
基
本
的
な
感
染
対
策

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

脳
ト
レ
教
室
を
開
催
し
ま
す
　
　

　
庄
川
健
康
プ
ラ
ザ

　

☎
82-

５
３
２
０

　
認
知
症
予
防
の
一
環
と
し
て
、
脳
の
活
性

化
を
促
す
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
1�
日（
金
）

　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
と
な
み
野
脳
ト
レ
ク
ラ
ブ

受
講
料　
不
要

ྩ࿨ � ೥౓಺ʹຑ͠ん෩͠ん
	.3
 のఆظ༧๷઀छΛड͚ら
Εͳかͬͨํ΁

　令和 6年度の麻しん風しん (MR) ワクチンの供給が、全国的
に不安定な状況にあったことから、令和 6年度内に定期接種
を受けられなかった下記の表の方に限り、定期接種期間が延長
されることになりました。

種別 該当要件

第1期 ྩ࿨ 6年度内に生24ޙ月にୡしたお子さん
（ྩ࿨ 4 年 4月2日～ྩ࿨ �年 4月1日生まれ）

第 2期 ྩ࿨ 6年度に年長ࣇだったお子さん
（ฏ成 30 年 4月2日～ฏ成 31年 4月1日生まれ）

第 5期

ত࿨ 37年 4月2日～ত࿨ �4 年 4月1日生まれの
உੑで、ྩ࿨ 6 年度຤までに߅体ࠪݕを実ࢪした
݁果、෩しんの߅体が不े分だった方
˞ྩ࿨̓年度Ҏ߱、߅体ࠪݕを実ࢪした方はର象֎。

▶対象者　下هの要݅に֘౰する方で、.3ϫΫνンのภࡏ等
が生じたことで接छができなかった方

▶接種可能期間　ྩ࿨ �年 3月31日まで

઀छؒظԆ௕

健
康
・
介
護

健
康
・
介
護
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開始時期　ฏ成 2�年 �月 26日
活動日時　毎ि金༵　13࣌ 30分～
活動場所　ୋ੘ म会ؗݚ12۠

　体ૢはもちろん、िに 1回集まって皆で
お話するのも楽しΈに活動しています。

いきいきサロンさざ波会

場所 日 時間 内容 費用等

ͭ͘Ζ͗ॲͪ͐Γʔ
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� ʙ�5࣌ Իָྍ๏ ແྉ

日 時間 場所
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ԉηϯλʔࢧޢ୐հࡏ
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�೔
ʢ౔ʣ࣌̕〜��࣌

ԉηϯλʔࢧޢ୐հࡏ
ʢやなͥԓʣ�
※事前にご連絡ください

�೔
ʢ݄ʣ࣌̕〜�9࣌

஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ
ʢ౑೾ࢢ໾ॴʣ

地域包括支援センター
☎33-1345

ɹࢢ಺9͔ॴͰೝ஌঱૬ஊ೔Λઃ͚͍ͯ·͢ɻ෺๨
Ε΍ೝ஌঱ʹؔͯ͠ɺ͝ຊਓ΍͝Ո଒౳ɺͲͳͨͰ
΋૬ஊ͍ͯͩ͘͠͞ɻ૬ஊ೔Ҏ֎ͷ೔࣌Ͱ΋͝૬ஊ
ʹԠ͡·͢ɻ

ɹ஍ҬͰೝ஌঱ΧϑΣΛ։͍ͯ͠࠵·͢ɻհޢ΍ೝ
஌঱ʹ͓೰Έͷํɺೝ஌঱༧๷ʹؔ৺ͷ͋Δํ౳ɺ
ͲͳͨͰ΋ࣗ༝ʹू͑Δ৔Ͱ͢ɻઐ໳৬ʹΑΔݸผ
૬ஊ΋࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

΄ͬとͳΈΧϑΣ΄ͬとͳΈΧϑΣ ೝ஌঱૬ஊೝ஌঱૬ஊ

8月に満100歳を迎えられました8月に満100歳を迎えられました
ので、お祝いの記念品等を市からので、お祝いの記念品等を市から
贈りました。贈りました。

େ
ౡ
ܒ
ࡾ

େ
ౡ
ܒ
ࡾ
͞
Μ
͞
Μ
（
ྛ
）

（
ྛ
）

݈਍Λड͚͚ͨͩͰ͸΋͍ͬͨͳ ʂ͍

　݈਍は「受けたらおしまい」ではなく、݁果を受け取って
から、そのޙの生活にどう生かすかが大切です。ಛఆอ݈ࢦ
ಋ利用݊が届いた方はこの機会に自分の݈߁ঢ়ଶを確ೝし、
生活श׳を見௚しませんかʁほんのগしの気ͮきからক来の
。につながります߁݈

▶日時　毎週月曜
　　　　９時～ 18時 30分
▶場所　健康センター

目指せ！元気な１００歳！目指せ！元気な１００歳！

 いきいき百歳体操　  いきいき百歳体操　 
　　 継続グループ紹介　　 継続グループ紹介

�� ݄݄

満満110000歳歳
おめでとうございます
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Պɾ಺Պʳࣇ਍ྍʲখױٸ೔ɾ໷ؒٳ

౑೾ҩྍױٸݍηϯλʔ
� ʢ砺波૯߹පӃྡ઀ʣ

୐౰൪ҩ̡ࡏ೔ٳ Պʳ診療時間　９時～17時ࣃ

状況によって変更となる場合があります。

※都合により変更になることがありますので、受診前に電話で要確認
　（受診の際は保険証が必要）

　෋ࣃݝࢁՊอ健ҩྍ૯߹センター　☎̌ ̓̒ -̐ ３３-̎ ３̌̕ 　

7日(日) 山本武夫歯科医院 南砺市山見 ☎82-5323
14日(日) 上田歯科医院 小矢部市新富町 ☎0766-67-0250
15日(月・祝) 山田歯科医院 小矢部市泉町 ☎0766-67-6000
21日(日) 岡宗歯科医院 小矢部市綾子 ☎0766-67-2220
23日(火・祝) あらい歯科クリニック 小矢部市埴生 ☎0766-68-1101
28日(日) 山室歯科クリニック 小矢部市今石動町 ☎0766-67-8777

ʲ ಺Պ 　r☎34ʵ5005
ʲখࣇՊ 　r☎34ʵ7744

○月～土曜	 20時～22時30分
○日曜、祝日、年末年始
　10時～16時30分、20時～22時30分

行事名 対象者 ところ 月　日 受付時間

乳幼児健康診査
（問診票を記入し、
母子手帳と一緒
に持参）

３か月児 R7年５月生

健康センター

２5日（木） 12時15分～13時
１歳６か月児 R6年３月生 12日（金） 12時～13時
２歳児（歯科） R5年９月生 18日（木） 12時15分～13時15分
２歳６か月児（歯科）R5年３月生 11日（木） 12時15分～13時15分
３歳児（歯科） R4年９月生 19日（金） 12時15分～13時15分
３歳６か月児 R4年３月生 ５日（金） 12時～13時

もぐもぐ教室 ６か月児 R7年３月生 健康センター 10日（水） 13時20分～13時30分

育 児 相 談 乳幼児
母乳・発達について

健康センター
３日・17日（水） 9時～11時

※�バスタオルとフェイスタ
オルを持参してください

母乳・歯と栄養に
ついて 10日・24日（水）

特定保健指導 特定健診の結果、積極的支援または動機付け支援に該当となった方（要予約）

健康センター 毎週月曜日 9時～18時30分
庄川支所　3階会議室 10日（水） 9時30分～11時
多世代交流施設しょうとう 19日（金） 9時30分～11時

健康・栄養相談 希望者
健康センター

毎週月曜日 9時～17時

お 口 の 相 談 希望者 平日 要相談

結核・肺がん検診 40歳以上
【予約不要】 

受診券に記載の受付時
間にお越しください。

柳瀬体育館

26日（金）
13時～15時

胃 が ん 検 診
大腸がん検診 40歳以上 【要予約】 ８時～11時

子宮頸がん検診 20歳以上
30日（火） 13時～14時15分

乳 が ん 検 診 40歳以上

胃内視鏡検診 50～ 69歳 希望者 市内指定医療機関 令和8年
2月28日（土）まで

直接医療機関に
ご予約ください

子宮頸がん検診 20歳以上 希望者 県内指定産婦人科 令和８年
3月31日（火）まで

直接医療機関にお問合せ
ください
受診券が必要です

乳 が ん 検 診 40歳以上

【要予約】
砺波総合病院
3階健診センター 木曜日以外の平日

14時　マンモグラフィ検査
14時30分　マンモグラフィ
検査と超音波検査
※�超音波検査は別途料金が必要

こ こ ろ の
健 康 相 談

希望者　【要予約】　☎ 32-7062 健康センター 11日（木)・25日（木） 13時30分～15時
希望者　【要予約】　☎ 22-3512 富山県砺波厚生センター 18日（木） 13時30分～15時30分

ひ き こ も り
家 族 相 談 会 希望者　【要予約】　☎ 22-3512 富山県砺波厚生センター 11日（木） 午後

働 く 人 の
心 の 相 談 会

小規模事業者やその労働者で希望する方
【要予約】

（砺波地域産業保健センター☎ 33-7715）

砺波サナトリウム福井病院 2日（火）
小矢部大家病院 9日（火）

となみの心療クリニック 17日（水）
松岡病院 24日（水）
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砺波総合病院  ☎32-3320
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